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ノ
イ
エ
ス
の
木
々
も
春
の
柔
ら
か
な
光
を
受
け
、
新
緑
が
美
し
く
生
命
の
勢
い

を
感
じ
ま
す
。
冬
の
寒
さ
か
ら
目
覚
め
る
自
然
の
力
に
小
さ
な
感
動
を
覚
え
ま
す
。

　

先
日
、
足
利
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
ゆ
き
ゆ
き
て
心
を
重

ね
る　

草
間
彌
生　

下
川
勝　

木
下
晋
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

草
間
彌
生
は
、
世
界
的
な
前
衛
芸
術
家
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
現
在
、
国
立
新

美
術
館
で
草
間
彌
生
展
「
わ
が
永
遠
の
魂
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

数
年
前
に
新
潟
市
美
術
館
で
立
体
を
含
め
た
数
々
の
作
品
を
見
て
い
ま
す
が
、
機

会
が
あ
れ
ば
東
京
で
の
作
品
も
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

若
い
頃
、
草
間
彌
生
の
小
説
を
二
冊
ほ
ど
読
ん
で
い
ま
す
が
衝
撃
的
な
内
容
に
驚
き
、

異
才
な
精
神
性
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

先
日
、
書
店
で
「
日
経
お
と
な
の
Ｏ
Ｆ
Ｆ
」
や
「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
を
開
い

て
み
る
と
現
代
美
術
や
ア
ー
ト
作
品
に
つ
い
て
の
特
集
が
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
草
間
彌
生
も
ペ
ー
ジ
を
さ
い
て
い
ま
す
。

　

現
代
美
術
の
定
義
と
は
、
前
衛
美
術
と
は
・
・
・
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
す
。

荒
川
修
作
、
李
禹
煥
、
篠
原
有
司
男
、
岡
本
太
郎
、
横
尾
忠
則
、
イ
サ
ム
ノ
グ
チ
、

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ボ
イ
ス
、
ナ
ム
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
な
ど
大
き
な
展
覧
会
が
開
催
さ
れ

る
た
び
に
自
分
の
思
考
回
路
を
破
壊
さ
れ
る
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

あ
る
時
は
、
鑑
賞
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
作
品
の
中
に
入
り
込
む
体
感
者
と
し

て
光
と
暗
闇
を
目
で
、
自
然
や
人
工
的
な
音
を
耳
で
、
素
材
の
持
つ
香
り
を
鼻
で
、

そ
し
て
普
段
感
じ
ら
れ
な
い
振
動
を
身
体
全
体
で
受
け
と
め
る
不
思
議
な
時
間
で

し
た
。
日
常
空
間
で
感
じ
ら
れ
な
い
作
品
と
の
出
合
い
で
す
。

雑
誌
に
美
術
史
を
教
え
る
教
授
が
「
こ
の
５
～
６
年
、
学
生
が
明
ら
か
に
美
術
館

に
行
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
授
業
で
美
術
と
い
う
言
葉
を
使
う
と
寝
て
し
ま
う
が
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
な
ど
ア
ー
ト
と
い
う
言
葉
を
使
う
と
目
を
覚
ま
す
」
と
あ
り
ま

し
た
。
確
か
に
美
術
館
へ
行
く
交
通
費
や
入
場
料
を
考
え
る
と
若
者
に
と
っ
て
は

展
覧
会
一
つ
見
る
の
も
考
え
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
し
て
や
話
題
の
展
覧

会
と
も
な
る
と
二
～
三
時
間
待
ち
と
か
・
・
・
。
忍
耐
強
く
待
ち
、
作
品
を
混
雑

し
て
い
る
状
況
で
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
出
来
な
い
の
で
は
足
も
遠
の
く
で
し
ょ
う
。

上
野
駅
を
降
り
て
改
札
口
を
通
過
す
る
時
点
で
心
の
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

作
品
と
向
き
合
う
環
境
を
覚
悟
し
て
チ
ケ
ッ
ト
売
場
ま
で
進
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
山
手
線
や
地
下
鉄
を
乗
り
継
い
で
階
段
を
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
、
と

に
か
く
登
山
の
よ
う
な
服
装
と
靴
、
最
低
限
の
荷
物
で
展
覧
会
に
は
行
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
表
現
し
つ
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
て
も
、
さ
ら
に
拡
大

す
る
美
術
（
ア
ー
ト
）
に
心
躍
ら
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
・
・
・
。　
　
　
（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

会
期　

五
月
十
六
日
（
火
）
～
二
十
四
日
（
水
）

　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

福
島
慶
治 

個
展　
　
　
　
　
　
　

  

〈
企
画
〉

〈
県
内
の
展
覧
会
ご
案
内
〉

志
村
ミ
サ
子 

彫
刻
展　
　
　
　
　
〈
企
画
〉

　
　
　

―　

土
と
と
も
に　

―

　

群
馬
大
学
在
学
中
か
ら
彫
塑
制
作
を
始
め
、
現
在
に
至
る
ま
で

緊
張
感
を
持
ち
つ
つ
作
品
づ
く
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
に
は
作
品
集
「
土
と
と
も
に　

志
村
ミ
サ
子
の
作
品
た
ち
」

を
刊
行
し
、
多
く
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

作
品
集
の
「
む
す
び
に
」
に
「
こ
れ
か
ら
も
歩
を
止
め
ず
、
淡
々

と
制
作
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
真

摯
に
作
品
と
向
き
合
う
志
村
ミ
サ
子
の
姿
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

ご
高
覧
下
さ
い
。

会
期　

五
月
二
十
七
日
（
土
）
～
六
月
四
日
（
日
）

　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

田
島
弘
章 

追
悼
展

ノ
イ
エ
ス
朝
日
は
、
五
月
三
日
（
水
）
～
七
日
（
日
）
ま
で
休
廊

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
展
覧
会
会
期
中
以
外
で
も
ス
タ
ッ
フ
が
在

廊
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
用
の
方
は
会
期
中
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
期　
　

五
月
十
三
日
（
土
）
～
二
十
七
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
廊　

日
曜
日

　
　
　
　

平
日　

午
前
十
時
～
午
後
七
時

　
　
　
　

土
・
祭
日　

午
前
十
一
時
～
午
後
六
時

会
場　
　

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

ミ
ュ
ー
ズ

　
　
　
　

電
話　

０
２
７
・
２
４
３
・
３
８
８
８

　

遠
野
に
住
む
ガ
ラ
ス
絵
作
家
の
児
玉
房
子
さ
ん
か
ら
、
館
長
を
さ

れ
て
い
る
「
天
ヶ
森
ガ
ラ
ス
絵
館
」
の
ご
案
内
と
お
便
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
児
玉
さ
ん
に
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
を
は
じ
め
チ
ェ
コ
な
ど
ガ
ラ
ス
絵
の
源
流
を
訪
ね
る
一
人
旅

を
し
て
の
著
書
や
、
遠
野
で
出
会
っ
た
魅
力
あ
る
人
々
と
の
交
流
を

綴
っ
た
「
遠
野
の
女
た
ち
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
封
書
の
中
に
「
ア
ヒ
ン
サ
ー　

未
来
に
続
く
い
の
ち
の
た

め
に　

原
発
は
い
ら
な
い
」
第
６
号
と
い
う
雑
誌
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ア
ヒ
ン
サ
ー
と
は
、サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で「
殺
さ
れ
た
く
な
い
、

殺
し
た
く
な
い
。
生
命
あ
る
も
の
を
傷
つ
け
な
い
」
と
い
う
意
味
だ

そ
う
で
す
。
６
号
の
内
容
は
、「
地
球
と
生
命
と
酸
素
の
歴
史
」「
生

命
を
支
え
る
善
玉
の
活
性
酸
素
」
や
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
放
射
能

汚
染
な
ど
に
つ
い
て
内
科
医
が
書
い
て
い
ま
す
。

レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
が
「
沈
黙
の
春
」
で
警
鐘
を
な
ら
し
て
い

る
生
態
系
な
ど
の
環
境
変
化
、
人
間
が
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

愚
か
さ
は
、
人
類
が
生
き
る
た
め
、
そ
し
て
子
や
孫
、
子
孫
ま
で
美

し
い
自
然
を
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
再
読
す
る
意
味
も
あ
る
よ
う

で
す
。「
ア
ヒ
ン
サ
ー
」
は
、
ノ
イ
エ
ス
に
あ
り
ま
す
の
で
興
味
の

あ
る
方
は
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

「
土
と
と
も
に　

志
村
ミ
サ
子
の
作
品
た
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
価　

二
五
〇
〇
円
＋
税

　

＊
ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

藤
森
カ
ツ
ジ
・
点
描
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル

会
期　
　

五
月
三
日
（
水
）
～
二
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
館　

月
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

　

会
場　
　

広
瀬
川
美
術
館

　
　
　
　
　

電
話　

０
２
７
・
２
３
１
・
７
８
２
５

　

入
場
料　

五
〇
〇
円

＊
五
月
十
四
日
（
日
）
午
後
二
時
～　

　
　
　
　
　

鼎
談
「
作
家
と
語
る
」
染
谷
滋
・
酒
井
重
良


